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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和等の効果

による企業収益や雇用環境の改善等を背景に、設備投資は持ち直しの動きが見られ、緩やかな回

復基調で推移いたしました。しかしながら、中国経済の減速や市場の動揺により不透明感が強ま

り、不安定な状況であります。 

このような状況のもと、当社グループの売上高は59億19百万円（前年同四半期比7.6％増）、営

業損失は41百万円（前年同四半期は１億54百万円の損失）、経常損失は48百万円（前年同四半期

は１億47百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は９百万円（前年同四半期は１億

56百万円の損失）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①情報サービス事業 

売上高においては、主力のソフトウェア受託事業の売上は堅調に推移し、人事給与・会計を

中心としたプロダクト事業及び100％子会社のＧＢＲ株式会社につきましても大幅増収となりま

した。データセンター事業につきましては微減となりましたが、情報サービス事業全体として

は増収となりました。 

以上の結果、売上高は43億75百万円（前年同四半期比9.4％増）となりました。 

セグメント利益においては、全事業とも堅調に推移し、特に主力のソフトウェア受託開発事

業及び100％子会社のＧＢＲ株式会社につきましては前年同四半期から大幅に増益となっていま

す。人事給与・会計を中心としたプロダクト事業及びクラウドサービスを含めたデータセンタ

ー事業につきましても増益となり、情報サービス事業全体としては１億54百万円（前年同四半

期は73百万円の損失）の利益となりました。 

②物流事業 

倉庫事業は東扇島冷蔵倉庫の賃料減少により４億74百万円（前年同四半期比2.3％減)となり

ました。港運事業は原糖の本船荷役量の増加、建材埠頭での作業増加により売上高３億42百万

円（前年同四半期比20.8％増）となりました。 

陸運事業では新潟営業所での主要貨物の取り扱いが増加したものの、セメントローリー輸送

減少の影響をカバー出来ず、前年同四半期比微減の７億26百万円（前年同四半期比0.7％減）の

売上を計上しました。 

以上の結果、物流事業の売上高は15億43百万円（前年同四半期比2.8%増）となりました。 

セグメント利益においては、港運事業が堅調に推移したものの、東扇島冷蔵倉庫の賃料減、

セメント輸送貨物の減少が大きく影響し、物流事業全体としては１億47百万円（前年同四半期

0.7％減）の利益となりました。 

(２)  連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は４

億８百万円、負債は４億43百万円増加し、純資産は34百万円減少いたしました。 

総資産の主な変動要因は、現金及び預金の増加４億15百万円、仕掛品の増加１億90百万円、受

取手形及び売掛金の減少２億63百万円などによるものであります。 
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負債の主な変動要因は、長期借入金の増加２億77百万円、支払手形及び買掛金の増加１億３百

万円、短期借入金の減少１億42百万円などによるものであります。 

純資産の主な変動要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上と配当金による利益剰余

金の取り崩しによるものであります。 

 

 (３)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成28年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月15日に公表いたしました

連結業績予想に変更はございません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

 (１)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

 (２)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

 (３)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に

関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純

利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行って

おります。 
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４．四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(１) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(２) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

(３)  セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

情報サービス
事業 

物流事業 計 

売上高  

  外部顧客への売上高 3,998,518 1,501,388 5,499,906 － 5,499,906

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

1,045 63 1,108 △1,108 －

計 3,999,564 1,501,451 5,501,015 △1,108 5,499,906

セグメント利益又は損失
（△） 

△73,808 148,645 74,837 △229,403 △154,566

 (注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△229,403千円は、セグメント間取引消去△1,108千円、各報

告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用△228,294千円が含まれております。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更等に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用

の計算方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

同様に変更しております。 

 なお、当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失に与える影響は

軽微であります。 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

「会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び連結子会社では主に定額法を採用しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より全て定額法に変更しております。これにより、従来の方

法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間のセグメント損失が、「情報サービス

事業」で8,109千円減少しております。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

情報サービス
事業 

物流事業 計 

売上高  

  外部顧客への売上高 4,375,672 1,543,880 5,919,552 － 5,919,552

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

1,675 － 1,675 △1,675 0

計 4,377,347 1,543,880 5,921,228 △1,675 5,919,552

セグメント利益又は損失
（△） 

154,204 147,645 301,849 △343,225 △41,375

 (注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△343,225千円は、セグメント間取消消去△1,675千円、各報

告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用△341,549千円が含まれております。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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